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遺
跡
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６
　
遺
跡
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年
代
　
一
六
世
紀
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棄

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
里
抜
は
、
京
都
盆
地
西
南
部
の
乙
訓
地
方
に
位
置
す
る
戦
国
期
の
城
館
跡

で
あ
る
。
か
つ
て
西
岡
と
よ
ば
れ
た
京
近
郊
の
桂
川
西
岸
地
域
に
は
、
多
く
の

中
世
城
館
が
存
在
し
た
が
、
現

在
で
は
わ
ず
か
に
物
集
女
城

・

開
田
城

。
勝
龍
寺
城

・
山
崎
城

な
ど
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
戦

国
期
に
お
け
る
西
岡
の
上
豪

・

国
人
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
や
野

田
泰
忠
の
軍
注
状
、
お
よ
び
織

田
信
長
の
家
臣
で
西
岡

一
帯
の

領
主
と
な

っ
た
細
川
家
の
史
料
な
ど
か
ら
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
里
城
に
つ
い
て
は
地
表
面
か
ら
堀
や
土
塁
を
確
認
す
る
の
は
困
難
で
あ
る

が
、
そ
の
構
造

（縄
張
り
）
は
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
か
ら
、
乙
訓
寺
の
南
側
、

風
呂
川
を
は
さ
ん
だ
北
岸
と
南
岸
域
に
想
定
さ
れ
る
。
前
者
で
は
礎
石
建
物
と

井
戸
、
柵
列
な
ど
を
検
出
し
て
お
り
、
復
原
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
地
名
に
よ
る

と

「や
し
き
」
と
呼
ば
れ
た

一
画
に
あ
た
る
。
後
者
は
、
折
れ
を
構
え
た
堀
と

井
戸
が
検
出
さ
れ
た
本
調
査
地
旧
小
学
城
山
に
あ
た
り
、
同
じ
く
地
名
復
原
で

は
西
端
に

「
ほ
り
が
内
」
と
い
う
字
名
が
確
認
さ
れ
る
。
今
里
城
は
当
地
を
本

拠
と
す
る
土
豪

。
国
人
で
あ

っ
た
能
勢
氏
の
城
館
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
本
地

点
は
、
旧
長
岡
京
の
京
域
お
よ
び
今
里
遺
跡
に
含
ま
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査

も
右
京
第
二
五
六
次
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

遺
構
は
耕
作
上
を
除
去
し
た
地
山
面
で
検
出
し
た
。
今
里
城
の
遺
構
は
堀
と
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井
戸
、
木
橋
の
橋
脚
な
ど
で
あ
る
。
堀
は
南
北
方
向
か
ら
西
へ
延
び
る
幅
五
を

七
ｍ
、
深
さ

一
。
二
ｉ
二
ｍ
の
箱
形
を
呈
す
る
大
き
な
も
の
と
、
こ
れ
に
接
続

す
る
幅
二
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
の
小
さ
な
も
の
が
あ
る
。
井
戸
は
素
掘
り
の
も
の
を

三
基
検
出
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
最
も
大
き
な
丼
戸

一
は
直
径
四
ｍ
あ
る
。
橋

脚
は
堀
が
東

へ
張
り
出
し
た
部
分
で
検
出
し
た
。
堀
の
埋
土
は
底
に
堆
積
し
た

下
層
、
城
館
廃
絶
後
に
堆
積
し
た
中
層
、
完
全
に
埋
め
戻
さ
れ
た
上
層
に
お
お

よ
そ
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
北
半
部
の
中
層
上
面
か
ら
は
、
多
く
の
葉
や
種
子
が

出
上
し
て
お
り
、
堀
底
に
は
根
株
が
残
る
。

遺
物
は
堀
に
架
か
る
木
橋
の
北
側
と
井
戸

一
に
集
中
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も

廃
絶
時
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
は
、
見
込
み
と

底
部
外
面
に

「十
七
日
」
と
墨
書
さ
れ
た
土
師
器
皿
が

一
点
あ
る

（後
掲
）。
こ

の
他
に
瓦
器
の
鍋

。
羽
釜

・
鉢
、
備
前
焼
の
梧
鉢

。
お
歯
黒
壷

（ｘ
線
撮
影
に
よ

り
針
金
状
の
鉄
線
と
元
豊
通
宝
の
存
在
が
判
明
し
て
い
る
）、
信
楽
焼
の
甕

・
搭
鉢
、

瀬
戸

・
美
濃
焼
の
天
目
茶
椀
、
自
磁
、
青
磁
、
右
巻
巴
文
軒
丸
瓦
、
石
日
、
凝

灰
岩
片
、
鉄
鎌
、
漆
器
椀
、
曲
物
、
蓋

・
底
板
、
蓋
付
き
の
小
型
の
入
れ
物
、

下
駄
、
た
も
、
毬
杖
遊
び
の
毬
と
考
え
ら
れ
る
木
球
、
刀
形
木
製
品
、
船
形
木

製
品
、
両
面
に
朱
描
き
文
様
の
あ
る
羽
子
板
、
橋
脚
の
柱
根
、
杭
、
焦
げ
た
建

築
部
材
、
土
壁
、
種
子
、
獣
骨
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、

土
師
器
皿
の
特
徴
か
ら
、
お
お
む
ね

一
六
世
紀
中
葉
を
下
限
と
す
る
も
の
で
あ

玄Ｏ
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
ｏ
ひ
こ
五
郎
」

。
「
ｏ
大
永
二
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『翼
〕箕
∽
Φ遵

木
簡
は
圭
頭
状
を
塁
す
る
頭
部
に
小
孔
を
あ
け
て
お
り
、
下
端
部
は
切
断
さ

れ
る
。
厚
さ
は
下
端
部
に
か
け
て
厚
く
な
る
。
樹
種
は
ス
ギ
。
「
ひ
こ
五
郎
」
に

つ
い
て
は
肉
眼
で
判
読
で
き
る
が
、
「大
永
二
」
は
赤
外
線
テ
レ
ビ
で
判
明
し
た
。

大
永
二
年

（
一
五
一一一０
は
、
旧
乙
訓
郡
を
中
心
に
二
八
カ
村
で
構
成
さ
れ
る

九
条
家
領
小
塩
荘
の
日
地
や
字
名
、
年
貢
米
の
数
量
と
納
付
者
に
つ
い
て
村
毎

に
検
注
し
た

「山
城
国
小
塩
庄
帳
」
（現
存
す
る
の
は
寛
文
一
〇
年
【
三
ハ
七
〇
〕
の

写
本
。
『
九
条
家
文
童
屋

一
五
八
一
号
）
が
作
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
「
い
ま
さ
と
」

（今
里
）
に
は
十

一
筆
合
計

一
町
九
反
の
田
地
が
あ
り
、
こ
の
中
に
は
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。
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五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
郎
太
郎
よ
り
渡

一
反
　
　
定
米
四
斗

一
合
五
夕
　
　
の
せ
ひ
こ
五
郎

か

め

い

こ
れ
は
、
の
せ
ひ
こ
五
郎
が
小
字
か
め
い
の
田
地

一
反
か
ら
四
斗

一
合
五
夕

の
年
貢
米
を
九
条
家
に
納
め
る
べ
き
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
注
記
に
は

以
前
の
所
有
者
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
か
め
い
」
（亀
井
）
は
乙
訓
寺
の
西
側
に

位
置
す
る
旧
小
学
名
で
あ
り
、
現
在
の
今
里
五
丁
目
に
あ
た
る
。
の
せ
姓
は
今

里
の
土
豪

・
国
人
で
あ
っ
た
能
勢
氏
を
指
し
て
お
り
、
の
せ
ひ
こ
五
郎
は
名
宇

を
も
つ
有
力
者
の
一
人
と
し
て
耕
作
農
民
と
区
別
さ
れ
る
。
木
簡
に
記
さ
れ
た

ひ
こ
五
郎
に
つ
い
て
も

「小
塩
庄
帳
」
と
年
号

。
人
猪
が

一
致
す
る
こ
と
、
能

勢
氏
の
城
館
か
ら
出
上
し
た
こ
と
よ
り
同

一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
大
永
二
年
の

「小
塩
庄
帳
」
に
直
接
結
び
付
く
木
筒
を

初
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
里
城
の
構
造
に
つ
い
て
も
新
た
な
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
多
彩
な
木
製
品
の
出
土
は
叛
館
の
暮
ら
し
を
ほ
う
ぶ

つ
と
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
は
能
勢
氏
と
今
里
城
の
関
係
を
遺
構

。
遺
物
か
ら
明
ら

か
に
し
た
点
で
重
要
で
あ
る
。
木
簡
は
形
態
と
記
載
内
容
か
ら
、
城
館
や
村
内

で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討

を
倹

っ
て
判
断
し
た
い
。　
な
お
、

「小
塩
庄
帳
」
に
つ
い
て
は
、
熱
田
公

「山

城
国
小
塩
荘
に
つ
い
て
」
命
永
島
福
太
郎
先
生
退
職
記
念
会
編

『
日
本
歴
史
の
構
造
と

展
開
』
山
川
出
版
社
　
一
九
八
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

木
簡
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
②
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
清
水
み
き

氏
と
向
日
市
文
化
資
料
館
玉
城
玲
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
赤
外
線
テ
レ
ビ
と

樹
種
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
岡
田
文
男
氏
に
ご
協

力
を
賜
わ

っ
た
。
ま
た
Ｘ
線
撮
影
で
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
村
上
隆
氏
に

ご
協
力
を
賜
わ

っ
た
。

「小
塩
庄
帳
」

と
能
勢
氏
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て
は
、

長
岡
京
市
史
編
さ
ん
室
よ
り
多
く
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

長
岡
京
市
教
育
委
員
会

『
今
里
地
区
古
文
書
調
査
報
告
書
』
解
説
篇

翁
長
岡

京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
二
三
　
一
九
九
〇
年
）

長
岡
京
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『
長
岡
京
市
史
』
資
料
編

一

（
一庶究
雷こ




